原典史料翻訳 : 国立ゴブラン製作所・制作審議委員会議事録 (1909年3月2日) by 岡坂 桜子








される「ゴブラン製作所・制作審議委員会（ la Commission de perfectionnement de la Manufacture 






























































されたシェレ氏による《バラ》（ fig. 4）のモデルを提出した 31。
　所長の提案に関して、カルメット氏、ティエボー =シッソン氏、そしてロジェ・マルクス氏が話し合いを行っ
た後、審議会は挙手による決を取り、シェレのような芸術家の作品をタピスリーに複製しようと試みる興味

















































カンヴァス、545 × 145 cm、モ
ビリエ・ナショナル（GOB692）
（レンヌ美術館に寄託）
fig. 3-1 マルグリット・ボーバン =ビネ《衝立「花」
のためのカルトン》1900–1910年頃、油
彩（？）／紙、66 × 101 cm、モビリエ・ナ
ショナル（GOB415.2）© Isabelle Bideau, 











（厚紙に貼付）、392 × 339 cm、リモージュ県庁（Fonds National d’Art Contemporain 
[FNAC] inv. 4025）
fig. 5 アルベール・メニャンに基づく《アレトゥーサ》

















年には政務次官が廃止され、1919年に美術長官が再設置された。Marie-Claude Genêt-Delacroix, Art et État sous la IIIe 
République, le système des beaux-arts, Paris : Publications de la Sorbonne, 1992.
3 設置は1876年。前身は、1848年、第二共和政の開始と同時に設置され、1852年に廃止された「国立マニュファクチュール
高等審議会（Conseil supérieur de perfectionnement des Manufactures nationales）」。その設置の目的は、「芸術、産
業双方の観点から、現行のマニュファクチュールが遂行すべきあらゆる改善案を模索し、提案する」ことであった。Cat. exp., 
La Manufacture des Gobelins dans la première moitié du XXe siècle : de Gustave Geffroy à Guillaume Janneau 1908-1944, Galerie 
nationale de la Tapisserie, Beauvais, 1999, p. 111.
4 実際には政務次官に最終決定権があったと考えて良い。ジェフロワ在任期間中の政務次官は、アンリ・デュジャルダン=ボーメッツ
（在1905–1912）、レオン・ベラール（在1912–1913）、ポール・ジャキエ（在1913）、アルベール・ダリミエ（在1914–1917）。
5 Procès-verbal, la Commission de perfectionnement de la Manufacture nationale des Gobelins, Séance du Mardi 2 Mars 1909, Archives 
du Mobilier national à Paris.
6 岡坂桜子「La Manufacture nationale des Gobelins sous la direction de Gustave Geffroy : documents concernant les 
commandes de cartons de tapisseries」、『Aspects of Problems in Western Art History（東京芸術大学西洋美術史研究室
紀要）』、Vol. 17、2019年、pp. 159–177, esp. 163–165.
7 ジョセフ=オーギュスト=エミール・ヴォドルメール（Joseph Auguste Émile Vaudremer, 1829–1914）。建築家、1854年にローマ
賞を受賞し、国立美術学校教授となる。1895年に美術高等審議会（Conseil supérieur des Beaux-Arts）の委員に加わった。
8 ビガール=ファーブル（Bigard-Fabre, 生没年不詳）。教育・芸術事業部門長（chef de la division enseignement et des travaux 
d’art）を務める（在1909–1913）。
9 フェルナン・カルメット（Fernand Calmettes, 1846–1914）。画家、小説家。ジェフロワの前任であるジュール・ギフレ、タピス
リー愛好家モーリス・フナイユ（註10）と共に、ゴブラン製タピスリーに関する総目録を編纂した。Maurice Fenaille, Fernand 
Calmettes et Jules Marie Joseph Guiffrey, État général des tapisseries de la manufacture des Gobelins, depuis son origine jusqu’à 
nos jours, 1600–1900, 1903–1923, 6 vols., Paris : Imprimerie Nationale, 1903–1923.




11 リュシアン・マーニュ（Lucien Magne, 1849–1916）。建築家、国立美術学校教授。1901年より歴史的記念物委員会の全国査察
官を務め、1904年からはサクレ・クール寺院の建設にも携わった。ゴブラン審議会には1894年に加わった。
12 リュック=オリヴィエ・メルソン（Luc-Olivier Merson, 1846–1920）。画家、1869年にローマ賞受賞。1892年にアカデミー会員に
選出され、1906年から1911年まで国立美術学校教授を務めた。1870年代よりタピスリーの下絵を提供するなど、ゴブランとの接
点が確認できる。
13 ジョルジュ・モロー（Georges Moreau, 1853–1934）。ピエール・ラルースの跡を継いで百科事典の編纂に携わる。
14 ロジェ・マルクス（Roger Marx, 1859–1913）。美術批評家、美術行政官。1883年に公教育・美術省の芸術事業部に入って以降、
美術長官秘書や様々な部門での査察官を歴任、パリ万博における美術展運営にも携わり、当時の美術行政において中心的な地
位を確立する。1901年より美術高等審議会の委員に加わった。
15 フランソワ・ティエボー =シッソン（François Thiébault-Sisson, 1856–1944）。美術批評家。
16 ヴァレンティノ（Valentino, 生没年不詳）。美術政務次官の下に置かれた以下の役職に就いていた。教育・美術館部門長（ chef 
des bureau l’enseignement et Musées）（在1905–1912）、教育・芸術事業部門長（在1913–1918）。
17 マルク・カヴィオール=デュムーラン（Marc Caviole-Dumoulin, 生没年不詳）。ヴァレンティノ（註16）の下で、教育・国立マニュ
ファクチュール部長（chef de bureau l’enseignement et manufactures nationales）を務めた。
18 エティエンヌ・ドゥジャルダン=ボーメッツ（Étienne Dujardin-Beaumetz, 1852–1913）。国立美術学校でアレクサンドル・カバネ
ルに師事し、画家として活動するが、後に政治家に転身し、1905年から1912年まで美術部門の政務次官を務めた。
19 ジョルジュ・ルコント（Georges Lecomte, 1867–1958）。小説家、美術批評家。
20 オリヴィエ・サンセール（Olivier Sainsère, 1852–1923）。政治家、美術愛好家。同時代の芸術家を支援し、ルドンに《オリヴィ
エ・サンセールの屏風》（1903年、岐阜県美術館）を制作させた。1912年より美術高等審議会の委員に加わった。
21 オーギュスト・ゴルゲ（Auguste Gorguet, 1862–1927）。国立美術学校でレオン・ボナ、ジャン=レオン・ジェロームらの指導を受け


















の寓意》と《ウェネット族の船団に勝利するローマ海軍》は1997年の火災で焼失した。Cat. exp., Les Tentures du parlement de 















年9月7日～ 1909年11月2日（GOB564、マケットはGOB411.2）。〈サロン・シェレ〉に関する詳細は以下を参照。Cat. exp., op. 
cit., 1999, pp. 28–31; 岡坂桜子「ギュスターヴ・ジェフロワと国立ゴブラン織製作所におけるタピスリー近代化の試み―「第一計




デザインを基に、最終的には、衝立《バラ》（GOB565）、2タイプの椅子計4脚（GMT25565/1, 2, 3, MG122）が製作された。







35 紙の欠損により判読不可のため、以下の部分の翻訳は省略した： Après quelques critiques faites … à l’artiste.








37 上院議会場（Sénat）の祝宴の間（Salle des Fêtes）のための壁面装飾を指す。オウィディウスの『変身物語』をテーマに、1900
年から1913年にかけて8点のタピスリーが製作された。うち7点はメニャンに基づくが、画家が1908年に没したことにより、最後
の1点《三美神を従えるプシュケ》（GOB665）の製作は、アンリ・ツォに引き継がれた。
















43 紙の欠損により判読不可のため、以下の部分の翻訳は省略した： « Le Renand et les Dindons » … à Mlle Lambrette.









 Cat. exp., Rennes, 2016, op. cit. (figs. 1-1, 1-2, 2) / Mobilier national (fig. 3-1) / cat. exp., Beauvais, 1999, op. cit. (figs. 
3-2, 4) / 筆者撮影 (figs. 5, 6) / © Région Nouvelle-Aquitaine. Inventaire général du patrimoine culturel. P. Rivière. 
1998 (fig. 7)
